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研究成果の概要（和文）：この研究は、企業間の異質性や市場の属性・制度の差異が企業の財・
サービスの輸出、直接投資、海外のアウトソーシング、企業の R&D、イノベーションに与える
影響を理論面、実証面から明らかにしている。理論分析ではイノベーションに関する独自の動
学的一般均衡モデル及びサービス貿易を折り込んだ貿易モデルを提示し、計量分析はミクロレ
ベルのパネルデータを用いて企業の異質性､アウトソーシング及びR&Dに関する実証的根拠を
提示している。 

 

研究成果の概要（英文）：This research both theoretically and empirically examines what effects firm 

heterogeneity and the difference in market attributes and institutional factors have on the firm’s decision 

of the production and export of goods and services, foreign direct investment, offshore outsourcing, 

R&D, and innovation. The theoretical studies present the unique dynamic general equilibrium model of 

innovation and the trade model of goods and services, and the statistical analysis, using the micro-level 

panel data, shows the empirical evidence on the relation between the firm heterogeneity, outsourcing and 

R&D.  
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１．研究開始当初の背景 

 

近年までの国際貿易理論や実証研究の進展
に伴い、企業の異質性や市場の異質性が国際
貿易に与える影響が注目されているが、それ
らの異質性が企業の輸出、直接投資、海外へ
のアウトソーシング、R&D やイノベーション

水準・質に与える影響については、理論的に
も実証的にも研究の余地が多く残されてい
た。とりわけ、海外へのアウトソーシングの
経済的な影響に関する分析は、これまで国内
労働市場に対する影響分析に限られており、
企業の生産性やイノベーションに対する影
響評価に関する十分な実証分析が行われて
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いないこと、他企業と共同でのオープンイノ
ベーション、完全な R&D のアウトソーシン
グなど、企業の R&D 活動の外部化について
の経済学的な分析は十分でないことが指摘
されてきた。この原因には実証分析に要する
データの制約があった。 

 

２．研究の目的 

 

この研究は財・サービスの輸出、直接投資、

アウトソーシング、R&D とイノベーションが

企業間の異質性(Heterogeneity)・市場制度の特

性によりどのような影響を受けるかを理論

面、実証面から明らかにすることを目的とす

る。具体的には、 

(1)「多国籍企業の海外子会社による生産(フ

ラグメンテーション)」と「輸出」の選択に対

して市場の異質性、企業異質性が与える影響 

(2)「多国籍企業の海外子会社における生産・

中 間 財 の 企 業 内 国 際 取 引 」 (intra-firm 

transaction)と「財・サービスの海外市場での

調達・海外への生産の委託」 (arm’s length 

transaction)との選択に市場の異質性、産業特

性、企業異質性が与える影響、 

(3) 国内・海外の R&D が企業異質性によって

受ける影響 

(4) 市場特性・条件がアウトソーシングの選

択（企業内取引と市場取引）・R&D の海外展

開に与える影響 

(5) 多角的な自由化が進んでいないサービス
部門での多国籍企業のアウトソーシング・直
接投資の選択に与える市場特性､貿易政策、
特恵的貿易協定の影響 

を理論面・実証面から明らかにするとともに、 

(6) 企業の多面的な国際展開（財の生産、サ

ービスの生産、R&D の展開）を踏まえて、企

業境界を決定する新たな枠組みを提示する。 

 

３． 研究の方法 

 

(1) 企業特性、イノベーション、R&D を内生
化した動学的一般均衡モデルを構築し、
市場特性や知的財産権制度が、企業の
R&D の水準、クローズドイノベーション、
オープンイノベーションの形態に対して
及ぼす影響を理論的に分析する。 

(2) 直接投資やアウトソーシングの戦略的効
果の分析に最も適した国際寡占モデルを
用いて理論的な分析を行う。また、研究
の政策的な含意を重視し、多国籍企業の
行動の変化を考慮しつつ貿易政策や直接
投資政策の影響を検証する。 

(3) 日本の製造業における中堅・大企業に関
するミクロデータを複数年接続し、パネ
ルデータを構築した後、ミクロ計量経済

分析の手法を用いて、海外アウトソーシ
ングの企業パフォーマンスへの影響を実
証的に検証する。 

 

４．研究成果  

 

(1) R&Dと企業化の2つの段階からなるイノベ

ーションが別の経済主体によって行われる動

学モデルを構築し、R&Dを行う研究者、企業

化を行う企業家の間の交渉力を比較した。こ

の結果、既存企業が自己完結型のR&Dを行う

クローズドイノベーション、他企業のR&D活

動の成果を利用するオープンイノベーション

、完全に他企業へR&Dを外注するR&Dアウト

ソーシングの3タイプのイノベーションにつ

いて、新規企業のR&Dの効率性が高くなるに

つれ、クローズドイノベーション、オープン

イノベーション、R&Dアウトソーシングへと

イノベーション形態が変化し、新規企業の交

渉力が大きいほどオープンイノベーションが

盛んであること、ベンチャー企業の交渉力と

経済全体のイノベーションとの間には逆U字

形の関係があり、経済成長率が最大となる新

規企業の交渉力水準が存在することを明らか

にした。 

(2) サービス部門の直接投資が十分に自由化

されていない状況では、貿易の自由化が輸入

国の消費者の利益や世界厚生を阻害する場合

があること、サービス部門の自由化が財部門

の貿易自由化にも影響を与えることを明らか

にした。また、企業が内生的に新技術の採用

を決定する場合、途上国と先進国との間の特

恵貿易協定が企業の異質性を変化させるのみ

ならず、多角的な貿易自由化を達成するタイ

ミングにも影響を与えることを理論的に示し

た。 

(3) 発展途上国における知的財産保護制度が
強いほど先進国企業が模倣防止に費やすコ
ストが低下するため、イノベーション水準が
高くなる傾向があること、先進国企業がより
効率的に模倣を排除できるほど、イノベーシ
ョンの水準は低下すること、発展途上国の労
働市場規模が大きいほど、企業のイノベーシ
ョン活動が、国境を越えた研究者間の協力
（グローバル・コラボレーション）に基づく
ものになることを理論的に示した。 

(4) 実証分析において、 

①日本企業の輸出、対外直接投資の選択が生
産性によって区分されること、また、市場特
性の違いが、この選択に影響を与えること、
さらに企業の直接投資先が多数であること
と生産性が高いこととの間に明確な相関が
あること 

②市場でのアウトソーシングに比べて組織
内でのインソーシングを行っている企業の



 

 

方が生産性や資本集約度が有意に高いこと 

③海外アウトソーシングは平均的に企業の
生産性に対して正の影響を有し、その影響は、
海外の自社子会社に対する組織内アウトソ
ーシングに従事している企業に顕著に見ら
れること、また影響が顕在化するまでにタイ
ムラグが存在すること 

④知的財産の保護を内生化したモデルにおい
て、知的財産権の法的保護と企業による知財
の私的保護が代替的であるとき、途上国の知
的財産権の法的保護の強さは先進国の R&D

との間に逆Ｕ字型の関係が見られること、 

等計量分析によって明らかにした。 

 これらの研究成果は国内外の学会・セミナ
ーで報告され、国際的学術誌に掲載された。 
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